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　どの領域でも，生物を対象として実験的研究を行うときには，その研究

材料の質・量両面にわたる確保がまず必須となる。とくに霊長類研究所の

場合，創立当初からこの問題が大きな課題であった。当時，日本各地の有

害鳥獣駆除で捕獲される野生ニホンザルの数はまだ少なく，インドからの

アカゲザル，インドネシアからのカニクイザルの輸入が主なソースであっ

た。これらは劣悪な輸送条件のため感染症に罹患していたり，衰弱してい

ることも多く，無事に検疫を終了するのは困難を極めた。

　霊長類研究所がこのような状況から抜け出して健康なサルの保有数を増

やし，繁殖を軌道に乗せるには 10 年以上の歳月を要した。早くに七つ（現

在では 8 ヶ所）もの地域霊長類研究センターを作って，マカクなどの飼育

下繁殖体制を立ち上げていたアメリカが，サル類を対象とした医学・生物

学領域でいち早く世界をリードできたのは，米国内に原産しない生物材料

面の整備をまず重視した戦略にも負うところが大きい。

　霊長研で研究に使うサルの自家繁殖がほぼ成就し，材料面の課題が解決

した 80 年代中頃，新たな問題が発生した。在籍していた外国人研究員の

告発により，サル取り扱いに倫理が欠落しているとの国際的な批判を浴び

たのである。これがきっかけになって，霊長研は日本で最初に研究用動物

の飼育・使用に関するガイドラインを策定した（1986 年）。その後改定を

重ね，全ての実験計画は事前に委員会の許可が必要になり，中には不合格

になる計画もあるほど，実質的なチェックが行われている。また現在では

飼育・実験関係者は全員がサル取り扱いについての講習を受講して３段階

のライセンスを取得することが義務付けられるに至っている。

＊

　こういう経過を経て，サルを使う実験研究も大きく変容してきた。70

年代は，ともかくサルを材料とした何らかの測定・分析の記載がそのまま

研究成果として認められた時代であった。終戦後すぐに始まった生態学的

観察研究とは異なり，生理学などの研究は材料としてのサルの入手が困難

だったことが背景にある。家畜やヒトですでに行われた研究を，同様の手

法・設備を用いてサルを対象に実施する時代が続いたが，リソースとして
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のサルが確保されるにつれ，材料面の制約から解放されて，研究所本来の

研究目的に沿った展開が可能になった。すなわち，「ヒト化」の研究であ

る。同じサルを使ったテーマでも，「このサルではこうである」から，「こ

の種とこの種の類似や違いはこうであり，それはヒトにこうつながってい

る」という視点になったのである。今，霊長類生理学・生化学領域の研究

は，モレキュラーレベルから個体レベルまで，“進化の流れ”という主調

低音が貫かれている。生物学においてはバイオリソースの整備がいかに重

要であるか，その典型的な例が霊長類学でも如実に見られたということで

ある。

＊

　この第Ⅴ部「体をみる」では，10 章で生理と薬理を取り上げた。松林

は大型類人猿の雄性生殖器の微細構造を中心に，ヒトに近縁のこれらの種

の繁殖戦略の進化を検討した。清水は生殖関連ホルモン動態を手がかりと

して，各種霊長類の生殖機構を調節する因子についての考察を進めた。鈴

木は霊長類の成長に関係する内分泌機構を調べ，時間的な流れや体格との

関連を見た。宮部は，様々な研究場面で必要となる各種麻酔について，そ

の作用機序や開発の経緯を紹介し，それぞれの課題や今後への展望を述べ

た。

　第 11 章ではモデル動物としての適用と福祉を扱った。中村は主として

免疫・アレルギー領域でのサル類の特徴をとらえ，ヒト疾患モデルとして

の有用性や留意点をまとめた。浅岡は環境化学物質の動物への影響を，野

生下および飼育下のサルの組織において，また母ザルから仔ザルへの伝搬

について解析し，遺伝的・進化的に近いヒトのモデル動物としての重要性

を説いてた。上野は飼育・実験場面での動物福祉について，霊長類におけ

る実験成績を交えつつ，サルの側からの視点を含めて概観した。

　いずれも対象を特定のサル種に限定せず，むしろ積極的に種を横断し，

あるいは時間軸に沿った視線で，ひとつの進化史としての霊長目の今の姿

を浮き上がらせようとしている。

＊
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　2006 年に施行された改正動物愛護法では，動物実験に関し，従来の 

Refi nement に加えて Reduction, Replacement という要素が加えられ，い

わゆる３R が法律としても定着した。霊長類研究所における実験領域での

サルの使われ方は，この 10 年ほどの間に様変わりし，これら“苦痛排除・

頭数削減・代替推進”を先取りしたような現況になっている。臓器単位だっ

た材料採取が，血液や体毛・皮膚など，体組織のごく一部で済むようになっ

た。　

　DNA 解析はじめ，分析手法が革新的に進歩したことがもちろん大きい

が，日本で最初に洗礼を受けた動物実験倫理の浸透が一定の役割を果たし

ているようにも見える。サル研究の意味を常に考え，説明責任を負うこと

に慣れた研究者たちにとって，３R はすでに既定路線だったということで

あろう。

　実験的な生物学研究の成立にとって，リソースの安定と実験倫理の確立

は，どちらも欠かすことのできない両輪といえる。霊長類研究の現在がこ

の基礎の上に立っていることを忘れてはならない。 ［松林清明］




